
平成１１年８月２７日
海洋科学技術センター

ケーブル破断による大型ロゼット採水器の亡失について

１．経緯
　海洋科学技術センター（理事長　平野 拓也）の海洋地球研究船「みらい」は、平成１１年 ８月
２５日（水）、２２時４５分、釧路沖（図１）にて大型ロゼット採水器（図２）を用いてＣＴＤ
観測中（注１）、水深４，１６８ｍ地点から採水を終えケーブルの巻き上げを開始した直後、ケ
ーブル線長４，１２８．６ｍのところで破断し、大型ロゼット採水器を回収できずに亡失した。
　なお、人身事故は発生していない。

２．原因
　ケーブルがトラクションウィンチ（注２）下部巻胴から外れたため破断したものと思われる
が、詳細については本日、八戸港へ着岸後にケーブル破断の原因究明を行なう。

３．今後の予定
　当初予定していた大型ロゼット採水器による、北太平洋での亜熱帯循環の構造研究及び北極海
域での海洋循環等については、小型ロゼット採水器を用い、観測日数を調整しながら研究を継続
する。

　注１：海洋観測では最も基本的な観測で、任意の水深でのCTD観測（Ｃは塩分濃度、Ｔは
　　　　水 温、Ｄは水深）を行い、また採水した海水の分析を行う。

　注２：長尺ケーブルを巻き取るための専用ウィンチ。
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